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研究背景

研究課題

方策

NOx, SOx, PM, BC, CO, CO2他

排気ガス処理装置による浄化

環境負荷低減に直結

大気汚染物質、有害物質の排出

1. NOx処理技術の向上
・脱硝触媒の劣化対策、長寿命化
・アンモニアを用いた還元技術

2. 後処理技術の高度化
・アンモニアスリップ対策
・メタンスリップ対策 等

3.排出されるガス内のSOx成分の対応
・2020年1月1日より規制開始[2]

・燃料油の質改善、排出ガス後処理技術の開発

排ガス処理に関する世界の動向

触媒反応における温度条件[1]

・舶用エンジンは熱効率が高く、排気ガス温度が低い

→ NH3とガス中の硫黄分が反応して被毒物質を生成

→ NOxとNH3が反応しきれず触媒を通過、放出されてしまう 等
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触媒表面における活性点の閉塞
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・排ガス後処理装置によるガスの浄化
・舶用燃料の特徴（硫黄分を％オーダーで含む）

排ガス処理の例：脱硝[1]
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・触媒表面の細孔に化合物が付着[3]

→ 触媒の活性点の減少

→ 触媒性能の低下

・硫黄化合物のガス化

→ 活性点の再露出

→ 触媒性能が回復する特長

ミクロ的な付着・離脱分解
メカニズムは明らかとなっていない
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分子計算
TSUBAME利用

研究目的 舶用排ガス処理触媒の
触媒表面における分子の付着・離脱メカニズムの解明
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船舶海洋工学分野から地球環境負荷低減に貢献

模擬ガス

分析計

マイクロリアクタを用いた
触媒付着物の分析

➢ 触媒表面に付着する化合物量

➢ 触媒表面から離脱した化合物量

➢ 試験パラメータ：
流量、ガス濃度、温度
触媒の組成、試験時間等

数値計算結果との比較に
資するデータの蓄積

➢ 細孔形状・寸法の変化

➢ 触媒相当表面に化合物相当の分子を衝突

➢ 高温条件における触媒表面の化合物の挙動

→ 各温度条件における分子の拡散係数等の変化
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細孔内の分子挙動の解析
試験結果との比較
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